
１１．２３ 憲法フェスタ参加企画

自治労会館３０５ 午後１時～４時

映画「生きてるうちが花なよ死んだらそれまでよ党宣言」（森崎東監督作品

８５年）

そこでは、この列島社会の（「原発」立地地域のような）「周辺」部で、あ
● ●

るいは（沖縄のような「周辺」部から流れてきて、ほとんど生の「限界」にさ
● ● ● ●

らされて生きるいわゆる「原発ジプシー」のような、あるいは、それを相手と

する「街娼」のような者たちの闘いがくりひろげられる。

それは、言わず語らずのうちに支え合いながら、必死に生きる者たちの営み

から（警察とやくざとの癒着のように）グルになって、「利ザヤ」を奪う者た
● ● ●

ちとの（歴史の「余白」に遺棄されるシミのような）闘いである。

「生きてるうちが花なのよ死んだらそれまでよ党宣言」 それは、そのよ

うな闘いを生きる者たちの言わず語らずに支え合う生き様の共同性の表現であ

り、その者たちの間で受け渡されていく「アイちゃんですよォ ご飯食べたァ」

という呼びかけは、その「党」の「旗」である。

また、その「党」のメイン・シュプレヒコ－ルは、「アフレルジョーネツ、

ミナギルワカサ、キョードーイッチ ダンケツ、ファイトーッ」である。

もし、（「憲法にしたがって」でなく、「憲法の下で」でもなく、）「憲法を」
もと

生きたいのであるなら、私・たちは、どのような「党宣言」を発しなければな

らないのか？どのような「旗」をかかげなければならないのか？

問われているのは、なお、私・たち自身である。

シネセッション

もし「憲法」を生きたいのならであるならば・・・・
映画「生きているうちが花なのよ死んだらそれまでよ党宣

言」を観て考える



上映時のチラシより


